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この瞬間を笑顔に！みんなで支えて叶えたいこの瞬間を笑顔に！みんなで支えて叶えたい

認定 NPO 法人横浜こどもホスピスプロジェクト 代表理事　田川 尚登
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こどもホスピスって、なあに？

横浜こどもホスピス～うみとそらのおうちが開設して 3年が経ちました。この節目を迎えることができ
たのは、多くの支援者の皆様、ボランティアさん、医療機関の関係者、企業や地域の皆様のお力添えがあっ
たからこそだと感じています。この 3年間、うみとそらのおうちでは、たくさんの生命にかかわる病気の
子どもと家族に大事な時間をお過ごしいただきました。私たちにとっても、その一つ一つが大切な物語と
して心に残っています。そのような大事な時間を支えてくださった多くのみなさまに、心より感謝申し上
げます。
こうして振り返ってみますと、私たちの活動も少しずつ進化しているように思います。それぞれの家族

と丁寧に向き合い寄り添いたいという基本姿勢は変わりませんが、ご利用家族同士の出会いを生み出すファ
ミリーデイや相互交流会、企業の皆様と一緒に企画開催する地域イベント、スポーツチームとの交流、地
元のお祭りや企画展への参加など、これまでよりもさらに「交流」や「連携」が広がり、しっかりと地域
に根を張りつつあるように感じます。横浜こどもホスピス～うみとそらのおうちは、子どもたちやご家族
を孤立させない、つながりを作り出す場所でもありたいと思っています。
今年は、生命にかかわる病気とともにある子どもと家族の豊かな時間を支えるこどもホスピスへの理解

促進のため、地元の中学生、教育関係者、企業や教材出版社にお力添えいただき、「こどもホスピスって、
なあに？」という冊子を作りました。年内に地域の小学校の子どもたちに届ける予定で、授業等にも活用
されることを願っています。
病気の有無に限らず、どんな子どもも一人の人として大切にされ、家族や地域社会とのつながりのもと

で「いのち」の可能性が発揮できる社会となるように、地域の子どもたちと一緒に考えていきたいと思い
ます。

	 Three years have passed since the opening of Yokohama Children’s Hospice “Umi to Sora no Ouchi” (a house of ocean 
and sky). We feel that reaching this milestone has only been possible thanks to the support of many people, including donors, 
volunteers, healthcare professionals, businesses, and members of the local community. For children with life-threatening 
conditions and their families, "Umi to Sora no Ouchi" has become a precious place to spend meaningful time together. The 
time spent with each family has also left a lasting impression on our hearts and we extend our heartfelt gratitude to all those 
who have supported these important moments.
	 Looking back, we feel that our activities have been evolving gradually. While our fundamental approach of intimacy 
and support to individual family remains unchanged, we have also broadened our efforts to foster "connections" and 
"collaboration." Initiatives such as Family Days and exchange gatherings that bring families together, community events co-
hosted with businesses, interactions with sports teams, and participation in local festivals and exhibitions have helped us 
deepen these connections and establish stronger roots in the community. Yokohama Children's 
Hospice aspires to be a place that prevents children and their families from feeling isolated, 
creating opportunities for meaningful connections and support.
	 In order to introduce the children’s hospice to young people in the local community, 
we created a booklet titled “What is a children’s hospice?” with the help of local students, 
educators, companies, and textbook publishers. We plan to distribute it to local elementary 
schools by the end of the year and hope it will be used in classes as well.
	 Our goal is to foster a society where all children, regardless of health status, are cherished 
as individuals. By working alongside local children, we hope to create a society where the 
potential of life can flourish, supported by family and community ties.



多くの支援者様・ボランティアの皆さん・医療機関・企業や地域の皆さんのにお力添えをいた

だき、2024 年 11 月 21 日に、３周年の節目を迎えることができました。11 月 23 日・24

日の 2 日間にわたり開催されたオープンハウスイベントには、両日とも 100 名を超える方々が

お越しくださり、4 年目に向けてのエールを頂戴しました。

【うみそら写真展『この瞬間を笑顔に！みんなで支えて叶えたい～うみとそらのおうちの日常展』】

2023 年 10 月～ 2024 年 9 月末までにご利用くださったご家族からとっておきのお写真をご

提供いただき、ご来場の皆さまに写真を通してうみとそらのおうちの日常をお伝えしました。

東急子ども応援プログラム
横浜こどもホスピス～うみとそらのおうち開所 3周年記念イベント

うみそら３周年アニバーサリー

【こどもマルシェ／ちいさなマルシェ】

製作～価格設定～接客まで、子ども達の自主性を大切に行う『こどもマルシェ』と、うみとそら

のおうちの日常を支えてくださるボランティアさんがそれぞれの特技を生かして出店された『ち

いさなマルシェ』。魅力的な商品が 3 周年アニバーサリーに彩りを添えてくれました。



【うみそらっコによるミュージックビデオ上映】

子ども達（有志）とスタッフで課題曲を決め、それぞれで撮ったパフォーマンス動画をコラージュ

のように合体・編集したものをうみとそらのおうちのＴＶで上映しました。

オンラインで「作戦会議」を重ねてできた渾身の共同作品に、来場者も思わず足を止めて見入っ

ていました。

協力：株式会社　扇

【Swing for kids 演奏会】

神奈川県立こども医療センターのスタッフが中心メンバーのバン

ドが、今年も迫力ある演奏で盛り上げてくださいました。

「ジャンボリーミッキー」などの馴染みのある曲の数々に子どもた

ちも大喜び！

【うみそらファミリーインタビュー】

うみとそらのおうちって、どんなところ？

ご家族はどんな過ごし方をしているの？

どんな時に行ったらいいの？

ご利用のお子さん自身やご家族の声を通して、うみとそらのおうちの理解を深めていただけるよ

うな動画を、3 周年当日の 11 月 21 日に公式 Youtube チャンネルで公開しました。下記 QR コー

ドからご覧いただけます。

うみそらファミリー
インタビュー
かほさん

うみそらファミリー
インタビュー
ゆうへい君のお母さん



秋のうみそら祭り

今年はじめての試みとして、日ごろからご支

援いただいている法人様と一緒に秋のお祭り

を開催いたしました。

可愛いハンドクラフトの手作りワークショッ

プ、バスケビンゴや輪投げなど誰でも楽しめ

るミニゲームの数々、楽しいくじ引きやヨー

ヨーすくい。。。各社が様々なアイデアと材料

を持ち寄り、お祭りを盛り上げてくださいま

した。

初日はご利用ご家族のみで楽しんでいただき

ましたが、二日目は、地域の皆さまにもこど

もホスピスの取り組みを楽しみながらご理

解いただくきっかけとなることを願い一般

開放としたところ、沢山の子ども達を含む約

２５０人の方々が遊びに来てくださいました。

うみとそらのおうちで大切にしているのは、

病とともにあるお子さんやご家族の豊かな時

間と、そのようなご家族を地域で孤立させな

いための多業種でのサポートです。

地域の皆さまのご理解・ご協力があってこそ、

活動の幅が広げられるのだということを、日々

実感しています。

出展協力：アマゾンジャパン合同会社、ウエインズトヨタ神奈川株式会社、株式会社セールスフォース・ジャパン、株式会社ダッ
ドウェイ、株式会社横浜銀行、caprice、キャピタル・インターナショナル株式会社、モルガン・スタンレー・ホールディングス
株式会社、ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社



子どもの成長を願い祝う大事な行事、七五三。その記念に家族写真を撮りたいというご希望でご

利用いただいたあおちか君ファミリーにお話を伺いました。

うみそらを知ったきっかけ：

直接のきっかけは往診の先生からのご紹

介です。病気になる前からおでかけが大

好きでしたので、遊びに行った先であお

君が安心な場所で過ごせるはとてもあり

がたいと思い、問い合わせをさせていた

だきました。

The Shichi-Go-San is an important event to wish for and celebrate the growth of children.

We spoke to Aochika's family who wanted to have family photos taken to commemorate 

Shichi-Go-San.

How did you find out about Umi to 

Sora no Ouchi  (The house of ocean 

and sky) ?

I was introduced to here by our 

home doctor . Aochika loved going 

out before he became il l , so we 

thought it would be great if he could 

spend time and play in  a safe place, 

so we made an enquiry.

うみそらの 1日

Brother in fifth grade 

:   I 'm g lad I  came 

here. I had a lot of 

fun and would like to 

come back again.

中学生の姉：めちゃくちゃ広い。
家に無いようなおもちゃとかも
あるから、新鮮で楽しかった。
今度来たら、釣りをしたい！

We asked the parents about the i r 

impressions after using UMI to SORA no 

Ouchi: 

It was good that the children could enjoy 

having a bath together. We didn't expect 

to have our Shichi-Go-San photos taken 

here as well, so we really appreciated it. 

Photo shoots in a normal studio would 

take long time and the children would 

be tired, but thanks to UMI to SORA no 

Ouchi , we were all able to relax and enjoy 

the atmosphere.

Junior high school sister 

: It 's really big. There are 

toys that we don't have 

at home, so it was fresh 

and fun. Next time I come, I 

want to go fishing!

小 2 の兄：ピザ作るの
が楽しかった。車で乗
るおもちゃが楽しかっ
た。こんなに広くてみ
んなで走りまわって楽
しめるところはないか
ら、よかった。

Brother in second 

grade : Making pizza 

was fun.  The toy 

car ride was fun. It 

was good because 

it's such a big place 

where everyone can 

r u n  a r o u n d  a n d 

have fun.

小 5 の 兄： こ こ に
きてよかったと思
う。 い っ ぱ い 遊 べ
て楽しかったから、
また来たいと思う。

あおくん：快適です。
（パパ代弁）

Ao: It's comfortable.

パパとママから、ご利用後の感想を伺い
ました： 
きょうだい同士でお風呂に入れて良かっ
たです。まさかこちらで七五三のお写真
も撮っていただけるとは思っていなかっ
たので、本当に有難かったです。通常の
スタジオで撮影すると長い時間がかかり
疲れてしまいそうだなと思っていました
が、うみとそらのおうちで撮影をしてい
ただけたおかげでみんなリラックスした
雰囲気で臨むことができました。



2024 年度から、うみそらファミリーデイを開催しています。その日の体調に合わせて、もっと

気軽に身近に『うみとそらのおうち』を利用してもらいたい。

ご利用家族やスタッフひとりひとりの気持ちを大切にしながら過ごす 1 日です。6 月～ 10 月も、

果物摘みや水遊び、夏休みの宿題タイムにハロウィンなど、それぞれ季節に合わせた遊びを楽し

みました。

8 月に相互交流イベント『うみとそらのおうちの小さな交流会～みんなであそんでつながろう』

を開催。

音・感覚・食を楽しむことをテーマに、五感に働きかける遊びの場を提供しました。

音楽を通して交流したり、“ワイズフロア”という、プロジェクターから床に投影された映像でサッ

カーや風船割りゲームを楽しんだりと、お友達と一緒に遊ぶ楽しさを分かち合いました。

※参加後のアンケートより

※参加後のアンケートより

うみそらファミリーデイ

神奈川県長期療養児支援事業

相互交流支援

協 力： ゴ ー ル ド マ ン・ サ ッ ク ス 証 券（ 株 ）、
BAKUMIHO、（株）ダッドウェイ、認定 NPO 法人 
あっちこっち

協力：SnoezeLab、（一社）mogmog engine、（株）乃村工藝社、認定 NPO 法人 あっちこっち

夏 休 み、 家
族 で の 良 い
思 い 出 と
なった

感染症が心配
なので、安心
して参加でき
てうれしい

他 の 家 族 と
交 流 が で き
てよかった

子どもも親も、
毎 回 笑 顔 に な
り、また行きた
いと話していま
す。

それぞれのペー
ス で 楽 し く 過
ごせました。他
のご家族とも場
を共有出来て良
かったです。

子 ど も 同 士 で 遊 べ
て、母も他のお母さ
ん や ス タ ッ フ さ ん
といろいろ話せて気
持ちが楽になりまし
た。



9 月に顔合わせを兼ねたオンライン交流会と、対面活動『わくわくディキャンプ』を行いました。

うみとそらのおうちの地元である金沢区の金沢動物園にて、探検・生き物調査・水鉄砲遊びなど

盛りだくさんの 1 日を過ごしました。子どもたち同士の絆も自然と深まり、会話の中からも、きょ

うだいさんが病気のきょうだいさんのことを想っていることが自然と伝わってきました。

「重い病気や障がいのある子どものきょうだいさんたちが知らず知らずのうちに抱えている孤独

を、たくさんの人で関わり支えたい」「きょうだいさんたちがかけがえのない夏休みを「子ども」

として楽しく過ごすことで「愛されている」ことを少しでも実感して欲しい」

その想いから、横浜・大阪・愛知・北海道の 4 団体のこどもホスピス合同で、きょうだいさん対

象のサマーキャンプを開催しました。 『遊びつくして仲間と出会う 4 日間』をテーマに、北海道

の豊かな森や湖を満喫してきました。

神奈川県長期療養児支援事業

きょうだい児支援

きょうだい SUMMER CAMP 2024 in 支笏湖

特に野外遊びは避
けていたのもあり、
最高な 1 日だった。

親が居ない活動は子
の 成 長 に も 繋 が る
し、きょうだいだけ
で参加出来るのが特
別感があった。

色 ん な 体 験 を、
自分と同じ立場
のお友達とでき
る機会を大切に
したい。

初めての参加で
したが、お友達
ができて嬉しそ
うだった。

参加者の声

キャンプの前はみんなと仲
良くなれるか少し不安だっ
たけれど、みんながすごく
明るく、よい人だったから、
このキャンプをすごく楽し
めました。（小学生）

保護者の声

自然体験、仲間との時間、
自分が主役、息子にとっ
て最高の思い出になった
と思います。きっと一生
忘れないと思います。親
以外の信頼できる大人と
一緒に過ごした時間も嬉
しかったと思います。

宿泊交流をする事で絆も生まれ、
今後何かあった時に話せる仲間
が出来たり、ひとりじゃないと感
じることが出来たんじゃないかと
思いました。これから、姉の状況
が大きく変わりどうなってしまう
かわからないタイミングでしたの
で、仲間に出逢えたことは、必ず
これからの息子の人生を助けてく
れると感じています。

※参加後のアンケートより

協力：公益財団法人 横浜市緑の協会、金沢動物園

協賛：J.S. Foundation



横浜こどもホスピス主催のイベント以外でも、ご利用の子ども達をご招待いただいたり、こども

ホスピスの周知活動を担っていただくなど、様々なかたちで病とともにある子どもと家族が『地

域で孤立しない』ための取り組みをサポートいただいています。

イギリスプレミアリーグ
『トッテナム・ホットスパー
FC』の選手たちとの交流会

金沢文庫芸術祭にてチャリ
ティ・メリーゴーランド設置
メリーゴーランドパーティー
様の企画により実現

横浜市立金沢図書館にて『こ
どもホスピスってなあに？』
広報ブース設置
来館者の皆さんが足をとめ
て展示をご覧くださったり、
資料を手に取ってください
ました

J リーグ横浜 F・マリノス観戦
いちご株式会社様よりフレン
ドリールームをご提供いただ
き、感染に弱いお子さん達の
サッカー観戦が実現

横浜マラソン2024
3 年連続で寄付先に選
定されました

ゴールドセプテンバーキャンペーン
小児がん啓発月間にうみとそらのお
うちが啓発カラーのゴールドにライ
トアップされました

地域に根差したこどもホスピス

アイスホッケー横浜GRITS
観戦
かつて田川代表が代表理事
を務めていた、認定NPO法
人スマイルオブキッズから
のご縁で実現



【お庭ボランティア】

金沢区にあるハンド

メイド・カプリスとの

お花のお届けプロジェ

クトとして、月に 2 回

うみとそらのおうちに

お花で思いをお届けさ

せて頂いております。

少しでも皆様の心に彩

りが届くといいなぁと

感じております。

花を飾る時間は私にとっても彩りです。そ

の時間の共有に心より感謝申し上げます。

（佐藤里美／里のお花屋さん Rubii）

【クリエイティブボランティア】

オープン時か

ら撮影や周年の

写真展などで関

わらせて頂いて

います。

病気と共にあ

るご家族、私も

その当事者でもあり、それがきっかけです。

ご家族様の時間を、一枚一枚大切に切り取り、

そしてそれを見て、またご家族の楽しい団ら

ん時間があればいいなと思っています。ここ

ではいつもパワーを頂き、活動の帰路は心が

満たされています。少し遠くて活動参加は毎

回ではないですが、できる範囲で長く続けた

いと楽しみにしています。

（若村眞佐代／ホスピタルフォトグラファー）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

うみそらグリーフカフェ
「うみそらグリーフカフェ」は大切なお子さんを見送られた親御さんを対象

に、同じ経験をした仲間（ピア）と一緒に手や体を動かしながら、お空のお子

さんのお話ができる場所です。

8 月には、初めて楽器（トーンチャイム）の演奏にチャレンジしました！ 12

月のクリスマスコンサートで披露します♪（予定）

今年、うみとそらのおうちではたくさんの悲しいお別れがありました。それ

でも子どもたちが最期まで子どもらしく生き抜いたことをママやパパが笑って、

時には泣きながら話せる場所。こどもホスピスがそんな場所になれたら ･･･。

小児緩和ケアネットワークカンファレンス in 
YOKOHAMA

生命にかかわる病気（LTC）の子どもと家族の望む過ごし方が地域で実現で

きるように、地域全体で適切な小児緩和ケアを提供し協働できる体制づくりを

したいという思いから、地域の小児緩和ケアの関係者とご一緒に小児緩和ケア

ネットワークカンファレンスを立ち上げて 3 年が経ちました。取り組みに関心

をお寄せくださり、仲間となってくださった方たちは約 140 名になりました。

今年からは「LTC の子どもと家族を地域のなかで孤立をさせない」という

観点からの小児緩和ケアの展開について、地域との連携・協働に焦点をあてて

LTC の子どもと家族が「地域との接点をもつ」とはどういうことか、またそれ

を支えるとはどうあることかということを検討するための事例検討会を試みて

います。

＊毎月第 4 金曜日の 20 時よりオンラインで開催

＊事例検討会は対面で不定期開催

ご登録はこちら



【寄付によるご支援者】
青木 恒和／青木 千鶴子／秋山 みどり／秋山 淳子／淺木 紗綾子／朝緑 和恵／東 聖子／綾部 八千代／荒賀 智永／安藤 
陽子／飯岡 まゆ美／飯田 展久／飯村 春樹／五十嵐 敏道／伊香輪 成子／井口 和子／池田 龍子／石井 文子／石井 理子
／石井 美智子／伊敷 理紗／石渡 賢一／市川 由香利／市原 早苗／伊藤 眞理子／伊藤 聡子／伊藤 和輝／井上 富士子／
井上 昌希／井上 啓子／井上 秀枝／井上 玲子／井上 徹哉／茨木 良枝／今村 洋一／岩田 慶隆／岩野 良子／植田 容賦子
／上野 尚子／上原 順子／内田 ハル子／内堀 征子／内村 慎史／海野 郁子／浦川 美紀／遠藤 綾子／大内 瞳／大久保 照
子／大崎 啓子／大嶋 博之／大隅 良典／大住 善規／太田 智仁／大平 美保／大谷 絹代／大津 雅弘／大西 範子／大野 乃
里子／大野 克己／大場 祐之／大原 玄／大森 久美子／大山 行雄／岡田 裕子／岡田 武史／岡田 英明／奥富 恵美子／奥
村 美由／尾崎 茂子／尾田 政彦／小田切 利夫／小野 陽子／小野寺 百合子／甲斐 武久／樫木 暢子／梶原 将道／片岡 育
子／加藤 友紀／加藤 昭子／金谷 弥生／金屋 友子／金子 直衛／兼田 健／神谷 厚子／神谷 郁子／亀井 洋子／川井 征／
川上 詩子／川口 昌一／川倉 幸恵／川田 千代子／河西 利久／河野 幹子／川平 有紀／川本 絵里／菊谷 秀子／菊地 一行
／喜多 清夏／北岡 弘／北地 達明／木下 京子／木下 嘉昭／木村 富子／木村 修一／木村 正子／桐田 亜紀則／久保田 正
則／熊澤 勢以子／黒田 節代／桑原 和彦／コガ ケイコ／小久保 幸子／小暮 巌／小島 桂子／小嶋 由起子／小瀬村 芳明
／小長井 亜希子／小走 幸子／小濱 智代子／小林 進／小林 一弘／五味 和子／小室 卓重／今 弘幸／斎藤 博美／榮田 育
子／笹川 裕子／佐々木 澪／佐々木 彩／佐々木 直大／佐瀬 一洋／佐藤 曉子／佐藤 晃司／佐藤 愼次／佐藤 隆一／佐藤 
正江／佐藤 朝美／佐藤 詩織／佐藤 祥子／佐藤 孜／佐野 知巳／三田 哉／椎名 鉄男／澤 和子／四方 健彦／志澤 直樹／
下タ村 正樹／品田 治／篠崎 暁子／島崎 美沙／島崎 崇史／清水 敏明／白井 素子／杉原 誠／杉山 喜光／杉山 美智子／
杉山 定子／鈴木 一二美／鈴木 千鶴子／鈴木 淳子／鈴木 正雄・星子／鈴木 幸恵／鈴木 勲／諏訪 理絵／芹田 俊雄／千
田 浩子／曽我 宗代／園田 誠一／高尾 節子／高木 恭子／高柴 裕太／高橋 直子／髙橋 ソノ／高橋 哲也／髙谷 喜美子／
高山 光人／田川 徹／田川 正志／竹内 文男／竹内 英明／竹内 美弥子／武川 幸子／竹沢 佐知子／竹下 淳也／竹村 律夫
／武山 富久／田添 敦孝／立花 瑠衣／田丁 洋基／タテイシ ケンスケ／田中 ふみ子／田村 智紗子／千葉 雅隆／千葉 豊
／月足 新／辻 純子／辻 政代／土谷 勇雄／堤 勇一朗／土井 康弘／徳久 清美／富田 裕子／富山 廣子／鳥生 真澄／内
藤 凱子／中里 照枝／中島 幸二／中條 初美／永瀬 富士子／永平 潤／中満 麻子／中村 博俊／中村 ミチヨ／中山 えり子
／鍋島 絢子／成田 英次／成島 享子／仁柿 忠男／新堀 晃／西 玲子／西野 均／西村 潮／西村 江太郎／沼田 利夫／野口 
由美子／羽上田 裕子／畠山 貴子／花里 典広／濱﨑 源起／早川 桂子／林 純子／林 圭二／原田 浩史／原山 五葉／半田 
靖子／燧 淳子／檜佐 幸子／秀島 勇治／平井 武子／平井 裕二／平出 久／平川 久美子／平野 辰子／深澤 時江／福島 敬
子／福嶋 一弥／福島 範子／藤田 達也／藤波 満彦／ブロンシュタイン 玲子／保科 豊／堀内 陽子／堀篭 宏幸／本多 知
子／本多 八重子／前川 真由美／前田 惣一／真壁 浩子／蒔田 徳代／松尾 智子／松尾 順二／松崎 舞子／松永 武久／松
並 広幸／松宮 修／松村 美千代／松本 信子／松本 隆志／丸山 嘉一／三浦 八十治／三浦 恵／三澤 綾乃／満岡 利夫／宮
島 弘光／宮前 朝子／宮本 理恵子／三輪 智恵美／武舎 澄江／村岡 由美子／望月 恵智子／本村 愛子／森 康江／森岡 美
知子／森下 ヨシ子／森田 明子／森田 久美子／盛田 良子／矢島 美代／矢島 千惠子／安池 亜矢子／柳田 美智保／柳田 
正義／梁瀬 正彦／矢野 大介／山口 薫／山﨑 眞理江／山下 恵子／山田 洋子／山田 奈未／山田 一／山田 美智子／山谷 
和明／山野 郁子／山本 航／山元 いづみ／山本 一宜／吉岡 勝／吉川 満雄／吉田 秀一郎／吉田 久美子／吉田 賢一・聡
／吉田 孝子／吉武 敦／吉村 雄希／義本 真帆／米山 勝子／若狭 静枝／渡辺 賢一／渡辺 いく子／渡邉 美貴／渡邊 陽子
／渡邊 伸一郎／渡部 知佳子／アディエント（同）／（一財）未来サポート／（医）一文橋歯科／ウエインズトヨタ神
奈川（株）／ Cai（株）／キャピタル・インターナショナル（株）／（学）サンモールインターナショナルスクール／（株）
オフィス越川／（株）スマイル保育園　西富岡小学校放課後キッズクラブ／（株）チアドライブ／（株）ビオン工業／

（株）フィネス／（株）横浜アストレア／ J.S. Foundation ／弘誓院／照隆寺／捜真女学校中学部・高等学部／中川駅前
歯科クリニック／フラ・ハラウ・オ・ワイプイラニ／メリーゴーランドパーティー／杜企画（株）／（有）ワキ／（一
社）ヨコハマ・インクルボッチャ／横浜金沢八景ロータリークラブ／（株）横浜銀行／横浜みなとー馬車道ライオンズ
クラブ／日本産業パートナーズ（株）

【会費によるご支援者】(個人 203 名・法人 26社 )
相原 成昭／青柳 充彦／秋山 学／秋山 淳子／浅岡 浩行／阿部 貴光／天野 功二／雨宮 京子／有住 理恵／有田 佐智／猪
鹿月 大輔／池田 敦子／石井 康博／石川 基子／磯 裕明／磯畑 翔／井上 富子／井上 秀枝／今村 恭子／今村 恭子／岩
田 麻由／上園 貴子／遠藤 麻里子／遠藤 恭子／及川 浩次郎／太田 里美／太田 祐輔／大平 美保子／大谷 絹代／大村 和
枝／大村 恵子／沖野 和正／奥村 恵美／小澤 博／落合 剛／片野 待子／加藤 達也／加藤 郁雄／亀井 ゆかり／亀井 めぐ
み／川本 哲平／岸 亮輔／城戸 太郎／木下 信／熊谷 明子／熊谷 真由子／黒田 勝治／鴻野 忠義／古賀 陽子／古賀 和子
／小坂 智子／児島 壽子／小濱 智代子／小牟禮 智之／斉藤 正晃／齋藤 綾子／佐伯 恵美子／佐伯 雄治／坂井 雄志／坂
上 一仁／坂本 康祐／佐藤 千鶴子／佐藤 千沙斗／四方 陸／重田 薫／篠原 靖明／島崎 友樹／城 博俊／末永 真雅／杉目 
敦子／杉山 真紀／鈴木 美希子／鈴木 真／鈴木 道弘／鈴木 英樹／関口 眞由美／高岸 典子／高橋 香／高橋 房子／竹ノ
内 亨／立木 成子／田中 浩司／田中 総一郎／田中 信浩／田中 真能／田中 治美／田邉 義博／辻内 賢一／津山 徹平／東
條 富美子／徳光 唯／戸高 蓮／豊田 千早／中川 ひとみ／長橋 喜恵／中村 文夫／中村 立子／名取 雅人／七元 美代／南
里 亮子／新楽 和則／西 志野／西川 直子／西田 徹／二村 一生／根村 やよい／野瀬 美砂子／芳賀 伸子／萩野 心子／羽
田 倫子／林 裕昭／原田 知子／平野 由美子／藤川 奈央／藤瀬 幸枝／藤田 寿枝／藤塚 真希／二村 千津子／舟生 裕子／
古畝 宏幸／星 礼一／堀口 智昭／前田 美奈子／町田 昌久／松尾 祐樹／松尾 瑞穂／松田 昌典／松村 清美／溝呂木 亜矢
子／三ッ石 たまき／三石 尚武／満岡 利夫／宮田 充弘／村上 杏菜／目澤 義弘／森崎 涼子／森田 知子／山口 みどり／

ご寄付一覧
( 順不同・敬称略 )　（2024 年 6月～ 2024 年 10 月末）

ご支援、ありがとうございました



山口 千恵子／山﨑 直子／山内 明／山室 宗作／山本 博子／横山 順子／吉川 孝之／芳須 翠／吉田 あけみ／脇本 正和／
（医）スマイル／ウエインズトヨタ神奈川（株）／（株）アールケイエンタープライズ／（株）医療環境整備／（株）
キクシマ／（株）シバスタッフ／（株）創友／（株）第一保険センター／（株）ヒューマンリソースみらい／（株）ヘ
ルスケアスクエア／（株）メモワール／（株）ヨコレイ／（株）吉永商店／がま口工房 knot ／北川商事（株）／小峰
幼稚園／三晃商事（株）／ゾーホージャパン（株）／早川運輸（株）／ブライト看護（株）／ヨコソウマシニカル（株）
／横浜旭ライオンズクラブ

【マンスリーサポーター】（個人 605 名・法人 12社）
相澤 堅／相澤 節子／相原 叔子／青木 稔／赤木 勝正／秋山 映一／秋山 美千／浅井 ひろみ／浅川 均／足立 悦子／阿
部 佐智子／阿部 智香／雨宮 ニ洋／飯山 泰子／五十嵐 かおり／池田 千秋／池田 徹／石井 美知江／石井 睦子／石川 琢
／石川 令子／石川 和男／石塚 賢二／石堂 一成／石渡 善子／磯ケ谷 勢都子／伊東 延枝／伊東 昂耶／伊藤 文／井原 恒
太／今西 紀世子／岩井 裕太郎／岩上 由美／岩嵜 太一／岩﨑 敬子／岩元 まゆみ／岩本 景子／上野 和加／上原 慎平／
牛田 毬子／宇田川 貴弘／内田 幸春／内山 博嗣／蝦名 留美子／大岡 昌江／大河原 あずさ／大久保 昌徳／大崎 聖子／
大澤 真太郎／大隅 朋生／太田 充彰／太田 峻平／大竹 恵子／大塚 豊／大野 恵／大橋 陽一郎／大好 誠／尾崎 風花／小
野 愛里／小野 武史／小畑 章／開田 脩平／垣野 真吾／角田 一成／影山 奈津代／笠原 正美／勝田 圭代／加藤 紗和／加
藤 潤／金井 志保／金成 祐行／金子 郁美／金子 久美子／金子 友紀／神岡 孝明／川上 史己／河岸 芳人／川口 ひろ子／
河住 孝子／河野 正／川又 幸恵／河村 陵治／川本 和弘／菊地 玲奈／菊池 安洋／貴島 庸子／岸宗 芳子／木村 裕之／楠 
貴弘／九田 智子／工藤 美子／國井 安希／久保 旬子／久保田 秀行／久保山 茂樹／熊谷 克哉／倉崎 直哉／栗芝 栄子／
栗原 えみこ／黒川 正美／黒澤 千晴／郡司 洋平／小池 幸憲／小池 由美子／河野 みづゑ／河野 由香里／河野 雄飛／古
賀 菜美子／小久保 誠／國保 和代／小菅 純代／後藤 愛子／後藤 淑子／小林 覚／小林 幹夫／小林 恵／小林 秀作／小林 
秀多／小林 彰宏／小林 妙子／小松 愛香／小松 史歩／古屋敷 純／近藤 直生／斎藤 孝子／斉藤 孝毅／齋藤 しおり／齋
藤 圭／齋藤 康之／齊藤 真治／酒井 照幸／榊原 久里／坂本 遼／坂寄 忠之／櫻井 紗弥子／桜田 清美／笹川 泰弘／佐々
木 仁志／佐竹 優平／佐藤 英美／佐藤 雅樹／佐藤 春美／佐藤 朝美／佐藤 睦子／佐藤 優／佐野 みどり／佐山 俊夫／塩
見 秀英／志賀 友紀／地下 翔平／重永 京子／志小田 舞子／柴田 郁恵／澁澤 治美／島田 浩和／島田 和彌／清水 泰生／
清水 奈々／下川 美和子／白井 千代／新堰 雅文／新道 智子／末広 真徳／菅 優一郎／菅井 秀子／菅井 倫太郎／菅原 正
彦／鋤先 慶憲／杉戸 利之／鈴岡 藍子／鈴木 ルミ／鈴木 英太／鈴木 沙季／鈴木 勝／鈴木 昌彦／鈴木 聡／鈴木 直美／
鈴木 芳之／鈴木 友紀／関 哲／関口 美知子／関口 明香／副島 由佳／園生 晴子／高木 夏菜子／高瀬 桃子／高橋 栄哉／
高橋 春菜／高橋 武裕／高松 美穂／髙山 美紀／武井 久美／武居 依子／竹田 裕子／竹田 良浩／竹谷 広隆／竹中 眞二／
田子 薫／多田 真理／田中 渓湖／田中 勝／田中 真能／田中 美沙／田野中 朋子／玉澤 理香／田村 良太／千田 和馬／千
葉 正毅／千葉 美智彦／塚田 教予／津川 瑠那／辻 矛／堤 直子／鶴岡 瑶一郎／道正 伸久／銅直 素子／冨永 樹生／戸矢 
直幸／豊川 佳代子／豊田 秀雄／鳥海 友理子／鳥澤 竹彦／中尾 あや／中川 大輔／中沢 清明／長瀬 亘宏／中田 大輔／
長堂 由美／中村 智美／中村 肇／中山 香／縄田 修一／西尾 真奈美／西川 奈奈／西川 和宏／貫井 孝雄／沼沢 静江／沼
田 和恵／萩田 光博／橋口 二美／橋本 明成／蓮見 俊夫／長谷川 賢／長谷川 妙美／濱田 あい子／林 晃正／原 千夏／原 
雄一郎／平田 良子／平塚 明美／平野 将大／平野 尚美／平山 賢／福田 寛／福田 晃徳／福田 勝樹／藤井 紘司／藤井 望
／藤田 大智／藤田 龍也／藤本 奈美恵／藤森 千尋／藤谷 千賀子／藤原 真寿美／藤原 里沙／船橋 健太／古里 弘幸／古
田 綾恵／古田 真弘／堀田 佳耶／堀江 博行／本田 哲裕／本間 京子／前之濱 真紀／ McDonald Gregory J ／松井 早苗／
松尾 美希／松岡 莉帆／松下 萌華／松田 明子／松葉 めぐみ／松村 由樹子／松本 裕史／松本 眞純／丸山 英輝／水田 英
朗／水野谷 珠世／三田 恵美子／宮里 啓／宮下 一紗／向井 百合子／村山 勢津子／毛利 亜子／茂原 治／森 海優／森 彰
子／森川 結子／森田 ひかる／森田 太浩／森元 由美子／森谷 綱太／八鍬 宏昭／矢澤 健太郎／安田 文直／柳原 久美／
矢野 郁美／矢部 弘人／山内 静香／山内 裕輔／山崎 香織／山下 顕／山田 洋之／山ノ内 美樹／山本 幸平／山本 水香／
横山 孝子／吉岡 真紀子／吉岡 亮輔／吉田 大祐／吉成 孝元／米内山 茜／米田 ゆい／米本 真貴子／ワイエト 有優／我
妻 慶祐／和栗 純子／鷲塚 里栄子／和田 真由美／渡辺 誠／渡邊 輝子／渡邊 晋士／アミエル税理士法人／ ( 株 )KSC ／
( 株 )roger&olivia ／ ( 株 ) ヴォイスオブジャパン／ ( 株 ) ジュリエッタ・ガーデン／ ( 株 ) ソシオコーポレーション／ ( 株 )
ヨコハマ機工／ ( 株 ) ライズ・コーポレーションズ／ ( 株 ) 一通／にじのわクリニック／公文式鎌倉駅西口教室

【募金によるご支援者】
菓匠　栗山／照隆寺／藤沢ロータリークラブ／ヘアーサロンまもるん／ベーカリーハウス　アオキ／メリーゴーランド
パーティー／もりのお茶の間／横浜港南台ライオンズクラブ

【物品寄贈】
荏原花園／（株）日本製鋼所労働組合横浜支部／ジャガー・ランドローバー・ジャパン（株）／（株）ダッドウェイ ／（株）
巴裡　小川軒／（株）不二家／明治ホールディングス（株）／鎌谷 朝之／田中 健一郎／寺村 昌子

【Amazon ウィッシュリストによる寄贈】
たくさんの方からお子さんが喜ぶ遊具や日用品などの寄贈をいただいています。皆様のあたたかなお気持ちに心より感
謝申し上げます。ご購入いただく際に差し支えなければ、メッセージ欄にご支援下さる方のお名前・ご住所をご記入い
ただけますと幸いです。



会報発行者：認定NPO法人横浜こどもホスピスプロジェクト
〒236-0037　神奈川県横浜市金沢区六浦東 1-49-5

TEL & FAX：045-353-3153　e-mail: contact@ykh.jp　／　編集制作：（株）ユック舎

【寄付で支援する】
いつでも自由な金額でご寄付をいただいております。
【毎月の寄付（マンスリーサポーター）】　※クレジットカード決済のみ
毎月定額のご寄付で継続的に支援する方法です。決済方法はクレジットカードのみです。毎月自動引き落
としです。
【毎年の寄付（賛助会員年会費）】
会員として活動を継続的に見守り支えてくださる方を募集しています。 
①個人：年会費　1 口 5,000 円から
②法人・団体：年会費　1 口 10,000 円から各種プランがございます。お気軽にお問い合わせください。
毎月定額のご寄付で継続的に支援する方法です。決済方法はクレジットカードのみです。毎月自動引き落
としです。
【遺贈による寄付】
⽣涯で築かれた⼤切な財産をお預かりし役⽴てさせていただきます。当法人に遺贈いただいた財産は相続
税の課税対象になりません。お気軽にお問い合わせください。 

○ HP　https://childrenshospice.yokohama/
○ Facebook・Instagram でも最新情報をお届けしています！

【振込先】 ※ご住所を必ず明記してください。追って領収書を送付させていただきます。
◎横浜銀行
支店名	 本店営業部　普通預金口座番号　6173770
口座名義　特定非営利活動法人横浜こどもホスピスプロジェクト
◎ゆうちょ銀行
振替口座　００２６０－９－１０４５１８
口座名義　NPO 法人横浜こどもホスピスプロジェクト
◎ゆうちょ銀行以外の他の金融機関からの振込の場合
ゆうちょ銀行　店名０２９（ゼロニキュウ）、預金種目：当座、口座番号：0104518
口座名義：NPO 法人横浜こどもホスピスプロジェクト
※　寄付金、マンスリーサポーター、賛助会員年会費は税額控除が受けられます。
※　英語版寄付フォームもあります。

寄付はこちら

Information

積水ハウスマッチングプログラム

「こどもホスピスってなぁに？」冊子ができました！

「子どもの今を大事に」というコンセプトで、六浦中学校美術部の皆さまにイラスト作

成の協力をいただき作成しました。横浜市金沢区内の小学校の全校生徒に配布します。

病気や障害があるとやりたいことをやる前に、「できない」と思われてしまったり、子
ども自身もそういう思いにとらわれてしまったりして、沢山のことをあきらめること
がめずらしくありません。ただ、このことは、病気や障害に限らず、どの子どもにとっ
ても同じではないでしょうか。
子どもには子どもの今がある。子どもにしかできないことがある。この冊子をきっか
けに、「病気があってもなくても自分らしく生きることって大事。いろんなことをやる
前からあきらめないでほしい。そして、自分の周りにはいろんな子どもたちがいて、
みんな同じように、楽しく過ごしていきたいと思っている」ことに気づいてほしいと
願っています。

ご支援について

「こどもホスピスフェスタ 2025」開催決定！

詳細は追ってお知らせいたします。どうぞお待ちくださいませ。

日時：	 2025 年 4 月 27 日（日） 13：30 ～ 16：00（予定）

場所：	 はまぎんホール・ヴィアマーレ


